第３回中山台地区教育環境適正化検討委員会
平成29年(2017年)7月5日(水)
午前10時00分～
中山台コミュニティセンター
１　開会あいさつ
　宝塚市教育委員会理事　上江洲　均
２　委員紹介・職員（事務局）紹介
　別紙「平成29年度(2017年度)中山台地区教育環境適正化検討委員会委員名簿」参照
３　審議経過の説明
（１）第１回（平成28年10月17日）
　　①適正化検討委員会の役割（目的）、位置付けについて
　　②適正化検討委員会の進め方
　　③学校園の状況（園児児童生徒数の推移から）
　　④園児児童生徒数の減少に伴う影響
　　⑤早急に対応が必要な学校（中山五月台中学校）
　　　⇒通学区域の弾力的運用により、学校規模の維持を目指す。
　　⑥中山五月台幼稚園について
（２）山手台地区における通学区域の弾力的運用について
　　①教育委員会協議（10/27）
　　②山本山手コミュニティ（11/5）
　　③関係校調整（11月中）
　　④山手台小ＰＴＡ会長（11/21）
　　⑤山手台小ＰＴＡ本部役員会（12/7）
　　⑥教育委員会協議（12/8）
　　⑦山手台小学校ＰＴＡ運営協議会（12/14）
　　⑧教育委員会協議（12/22）
　　⑨山手台小保護者から意見を聞く会（1/7、1/10）
（３）第2回（平成29年3月13日）
　　①山手台地区における通学区域の弾力的運用についての経過報告
　　②中山五月台幼稚園についての方向性
　　③市立幼稚園の3年保育について
　　④中山五月台小学校について
４　議事
（１）宝塚市立幼稚園の統廃合計画について
　①宝塚市立幼稚園の統廃合計画について
　　別紙「宝塚市立幼稚園の統廃合計画」参照
　②質疑
（２）中山五月台中学校について（山手台地区における通学区域の弾力的運用について）
　①スケジュール
	4月22日(土)
7月　1日(土)
7月中
7月下旬
8月　5日(土)
8月下旬
９月以降
	○山手台地区意見交換会（まち協、自治会、ＰＴＡ）
○まち協代表との意見交換
○まち協・・・各自治会からの意見聴取
○学事課・・・山手台小・中ＰＴＡからの意見聴取
○学事課において、まち協・ＰＴＡの意見を取りまとめ
○まち協にて、取りまとめた意見の報告、意見聴取
○山手台地区意見交換会　⇒　山手台地区の意見取りまとめの確認
○山手台小学校保護者へ周知


　
②山手台地区における通学区域の弾力的運用について（案）
　　別添「山手台地区における通学区域の弾力的運用について（案）」参照
（３）中山台地区の小学校における教育環境について
　①平成29年度の児童生徒数及び学級数と推計
　　別添資料参照
　②小規模校の課題整理（基本方針より）
ア．学校教育では、一定の児童生徒数や学級数があることにより、子どもが集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人ひとりの資質や能力を伸ばすことから、一定の児童生徒数や学級数が必要です。
イ．人間関係を序列化、固定化しないよう、各学年でクラス替えができるよう複数の学級が必要です。
ウ．体育ではクラス対抗ができ、部活動においても、子どもたちに十分な選択肢を用意する必要があります。
エ．教員配置では、学年複数学級とすることで、教員同士が指導方法について協議ができ、また、組織的な校務分掌も確保され、教員が互いに切磋琢磨するために必要な教員数を確保する必要があります。
　③小規模校における適正化の手法（基本方針より）
ア．学校の統合
	対象校が、小規模校又は適正規模校に隣接する場合で、統合後の学校が適正規模を維持できる場合は、学校の統合を検討します。


イ．通学区域の変更
	対象校が、大規模校又は適正規模校に隣接する場合で、通学区域の変更を行っても双方が適正規模の学校となる場合は、通学区域の変更を検討します。


ウ．通学区域の弾力的運用
	児童生徒数の増加を図るため、保護者からの申請により、隣接する大規模校又は適正規模校からの就学学校の変更を許可する通学区域の弾力的運用について検討します。


　　その他　　特認校、小中一貫教育（義務教育学校）
　④意見交換
（５）その他
次回の日程
３　閉会
